
JP  2015-146948  A   2015.8.20

(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】片手で上蓋を開いてロールをセットでき、片手

でロールの紙の切断ができるロール切断器を提供する。

【解決手段】ホルダー１には、蝶着２部分を介して上蓋

３が構成されており、上蓋３は内側に紙押３ａを具備し

、上蓋３の先端には蝶着部４を介して略Ｌ字状部品５が

あり、略Ｌ字状部品５はカバー５aと切断刃５ｂからで

きていて、垂れ下がった紙６aの先端の摘み部分の舌出

しを、適度な長さになるように下向きに引っ張り、適当

な長さで紙６aの先端を、ロール切断器から手前に円を

描くように引っ張ると、上蓋３の略Ｌ字状部品５が、紙

６aの摩擦で手前に回転して、カバー５aは１８０度回転

し、略Ｌ字状部品５に具備された切断刃５ｂが手前を向

き、紙６ａを切断出来る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ホ ル ダ ー （ １ ） は 、 蝶 着 （ ２ ） 部 分 を 介 し て 上 蓋 （ ３ ） が 構 成 さ れ て お り 、

　 該 上 蓋 （ ３ ） の 先 端 に は 、 蝶 着 部 （ ４ ） を 介 し て 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） が あ り 、

　 該 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 、 カ バ ー （ ５ a ） と 切 断 刃 （ ５ ｂ ） か ら で き て い る こ と を 特 徴

と す る ロ ー ル 切 断 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ト イ レ に 設 置 し あ る ロ ー ル の 紙 を 、 片 手 で 切 る こ と が で き る ロ ー ル 切 断 器 に

関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 通 常 の ロ ー ル 切 断 器 は 、 枠 上 を な す ホ ル ダ ー 本 体 と 、 ロ ー ル ペ ー パ ー を 回 転 可 能 に 支 持

す る 支 持 軸 と 、 そ の ロ ー ル ペ ー パ ー の 上 部 を 覆 う よ う な 曲 面 状 の 押 さ え 板 と を 有 し て お り

、 そ の ホ ル ダ ー 本 体 に 支 持 軸 を 着 脱 可 能 に 、 か つ 押 さ え 板 を 上 下 方 向 に 回 転 自 在 に 取 り 付

け て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ペ ー パ ー の 切 断 時 に は 、 片 方 の 手 で ロ ー ル ペ ー パ ー か ら ペ

ー パ ー を 適 度 な 長 さ で 引 き 出 し 、 も う 片 方 の 手 で 押 さ え 板 を 押 さ え つ つ 、 そ の 押 さ え 板 先

端 に エ ッ ジ に ペ ー パ ー を 当 て 引 っ 張 り き る と い う 操 作 を し て い る 。 し か し 、 ペ ー パ ー ホ ル

ダ ー の 場 合 、 ペ ー パ ー の 切 断 に 際 し て 両 手 の 使 用 が 前 提 と な っ て お り 、 特 に 身 障 者 は 使 用

が 難 し か っ た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ こ で 、 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ３ ２ ３ ５ ２ の 名 称 　 ペ ー パ ー ホ ル ダ ー の よ う に 、 ペ ー パ ー ホ

ル ダ ー の 切 断 機 構 部 で 枠 体 の 内 部 に 繰 り 出 し 口 と 壁 部 を 設 け 、 切 断 刃 と 回 転 軸 が 設 け ら れ

た 可 動 刃 を 枠 体 の 内 部 に 回 転 自 在 に 枢 着 し 、 ペ ー パ ー を 当 接 さ せ る 当 接 部 と ペ ー パ ー を 押

さ え 付 け る 押 付 部 が 、 設 け ら れ た カ ム 部 を 、 枠 体 の 内 部 に 回 転 自 在 に 取 り 付 け る 。 さ ら に

、 カ ム 部 材 に 押 圧 部 を 、 可 動 刃 の 基 端 に 操 作 部 を 設 け る こ と に よ り 、 当 接 部 に ペ ー パ ー が

当 接 し 、 カ ム 部 材 が 回 動 し 、 押 付 部 で ペ ー パ ー を 固 定 し 、 押 圧 部 操 作 部 を 押 圧 し 、 可 動 刃

を 回 転 さ せ 、 切 断 刃 を 回 動 さ せ 、 切 断 刃 が 壁 部 の 外 面 上 に 出 現 す る た め 、 片 手 で ペ ー パ ー

を 簡 易 か つ 好 適 に 切 断 す る こ と が で き る も の が あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ３ ２ ３ ５ ２

【 特 許 文 献 ２ 】 特 願 ２ ０ １ ３ － １ １ １ ２ ２ ４

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ８ ５ ９ ４ ０

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ２ ６ ２ １

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 通 常 の ロ ー ル 切 断 機 の 、 ロ ー ル を セ ッ ト す る と き 、 ロ ー ル の 芯 の 筒 に 軸 を 通 し て い た が

、 そ れ を 片 手 で セ ッ ト す る の は 難 し い 。

　 ま た 、 従 来 の 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ３ ２ ３ ５ ２ の 名 称 　 ペ ー パ ー ホ ル ダ ー の よ う に 、 ペ ー パ

ー ホ ル ダ ー の 切 断 機 構 部 で 枠 体 の 内 部 に 繰 り 出 し 口 を 設 け る 部 品 が あ る が 、 そ の よ う な 部

品 を 取 り 付 け る こ と は 複 雑 で あ り 、 切 断 刃 が 上 を 向 く の は 危 険 で あ っ た 。 さ ら に 、 カ ム 部

材 な ど 構 造 が 複 雑 で あ り 、 生 産 す る と き の 単 価 も 高 価 に な る こ と も 予 想 で き た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 本 発 明 の ロ ー ル 切 断 器 は 、 片 手 で 上 蓋 （ ３ ） を 開 い て ロ ー ル （ ６ ） を セ ッ ト で き

、 片 手 で ロ ー ル （ ６ ） の 紙 （ ６ ａ ） の 切 断 が で き る ロ ー ル 切 断 器 を 提 供 す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の ロ ー ル 切 断 器 は 、 本 体 を ホ ル ダ ー （ １ ） と し 、 そ の

ホ ル ダ ー （ １ ） の 上 部 に は 、 蝶 着 （ ２ ） 部 分 を 介 し て 上 蓋 （ ３ ） が 構 成 さ れ て い る 。 そ の

上 蓋 （ ３ ） は 、 内 側 の 先 端 に 紙 押 （ ２ a ） を 具 備 し 、 紙 押 （ ３ a ） は 紙 （ ６ a ） を 切 る と き

に 押 さ え る た め と 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） に 手 と 紙 （ ６ a ） が 触 れ な い よ う に な っ て い る 。 そ し

て 表 面 の 先 端 に は 、 蝶 着 部 （ ４ ） を 介 し て 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） を 蝶 着 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ の 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 、 表 側 に カ バ ー （ ５ a ） と 、 内 側 に 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が あ り 、

カ バ ー （ ５ a ） の 方 が 重 た い の で 、 カ バ ー （ ５ a ） の 方 が 垂 れ 下 が る の と 、 ほ ん の 少 し 上 蓋

（ ３ ） の 蝶 着 部 （ ４ ） 側 は 上 を 向 い て お り 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 紙 押 （ ３ a ） と 接 触 す

る ま で 回 転 す る の で 、 上 蓋 （ ３ ） と カ バ ー （ ５ a ） と は 、 同 じ 方 向 を 向 く の で 一 体 感 が あ

る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 中 に ロ ー ル （ ６ ） を 取 り 付 け 、 そ の ロ ー ル （ ６ ） の 先 端 の 紙 （

６ a ） が 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 下 か ら 出 る よ う に し て 舌 出 し す る 。 そ し て 、 ホ ル ダ ー （ １ ）

の 下 部 先 端 に 、 紙 （ ６ a ） の 引 出 口 （ １ a ） が 付 い て お り 、 そ の 引 出 口 （ １ a ） の 上 を 通 る

よ う に 紙 （ ６ ａ ） を セ ッ ト す る 。 ま た 、 ロ ー ル （ ６ ） の 紙 （ ６ a ） を 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の

引 出 口 （ １ a ） が 下 か ら 支 え 、 上 か ら は 上 蓋 （ ３ ） の 紙 押 （ ３ a ） が 挟 ん で 、 抵 抗 に な っ て

い る 。 そ し て 、 紙 （ ６ a ） の 先 端 部 の 舌 出 し を 摘 み 、 適 量 下 に 引 き 出 し 、 斜 め 上 方 に 引 き

上 げ る と 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が 紙 （ ６ a ） を 切 断 で き る こ と で 目 的 を 達 成 し た 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の ロ ー ル 切 断 器 は 、 次 の よ う な 効 果 が あ る 。

（ イ ） 片 手 で 紙 を 切 る こ と が で き る 。

（ ロ ） 紙 は 切 っ た 後 、 次 の 紙 を 引 っ 張 り や す い よ う に 舌 出 し を し て い る 。

（ ハ ） ロ ー ル の セ ッ ト も 片 手 で で き る 。

（ ニ ） 従 来 の 片 手 で 切 断 す る も の よ り は 簡 単 で あ る 。

（ ホ ） 簡 単 で あ る か ら 安 価 に で き る 。

（ ヘ ） キ ッ チ ン ペ ー パ ー に も 使 用 で き る 。

（ ト ） キ ッ チ ン ペ ー パ ー は 、 切 れ 目 が 不 要 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 図 は 、 ロ ー ル 切 断 器 を 開 い た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 は 、 ロ ー ル 切 断 器 に 紙 を 切 断 す る 前 の 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 は 、 ロ ー ル 切 断 器 の 紙 を 、 切 る 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 は 、 ロ ー ル 切 断 器 の 紙 を 、 切 っ た 後 の 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 は 、 ロ ー ル 切 断 器 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 は 、 ロ ー ル 切 断 器 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 は 、 金 属 で 製 作 す る ホ ル ダ ー の 展 開 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の ロ ー ル 切 断 器 は 、 ト イ レ の 壁 に ホ ル ダ ー （ １ ） 内 の 正 面 に 、 背 板 （ １ ｃ ） に 具

備 し た 取 付 穴 （ １ ｂ ） を 開 け る 。 そ の 取 付 穴 （ １ ｂ ） を 利 用 し て 、 ネ ジ 釘 な ど で 固 定 す る

。 そ し て 、 巻 い て あ る ロ ー ル （ ６ ） の 紙 （ ６ a ） の 先 端 が 、 下 を 通 っ て 引 出 口 （ １ ａ ） か

ら 出 る よ う に 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 中 に セ ッ ト す る 。 そ の ロ ー ル （ ６ ） を セ ッ ト す る 作 業 は

、 片 手 で で き る 物 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 ロ ー ル （ ６ ） の 接 触 部 の 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） が 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 引 出 口 （ １ a ）

の 下 に あ る 。 そ の ロ ー ル （ ６ ） の 巻 き 方 が 、 従 来 の 一 般 的 な ロ ー ル の 芯 に 軸 を 刺 し 、 取 り

付 け る も の と 逆 に な る よ う に 、 ロ ー ル （ ６ ） の 下 部 を 通 っ て 紙 （ ６ a ） が 引 き 出 さ れ る よ
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う に セ ッ ト し て い る た め 、 引 き 出 す と き の 抵 抗 が あ り 、 紙 （ ６ a ） を 引 き 出 す と き に は 適

度 な 摩 擦 が あ り 抵 抗 と な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 つ ま り 引 出 口 （ １ ａ ） で 、 一 旦 上 方 に 紙 （ ６ ａ ） を 引 き 上 げ る こ と で 、 ロ ー ル （ ６ ） の

底 を 持 ち 上 げ る よ う に 作 用 し て 、 接 触 抵 抗 を 軽 減 し て い る 。 ち な み に 、 ロ ー ル （ ６ ） の 取

り 付 け 方 を 逆 に し て 、 上 側 を 通 っ て 紙 （ ６ ａ ） を 引 き 出 さ れ る よ う に し た 場 合 に は 、 紙 （

６ ａ ） を 引 っ 張 る と 下 に 作 用 し て 、 引 出 口 （ １ ａ ） の 方 に 転 げ て 出 る よ う に 作 用 し て い た

た め 、 そ れ を 上 蓋 （ ３ ） が 押 さ え る た め 、 抵 抗 は 大 き く な り 過 ぎ て 使 用 で き な い 。 ま た 、

最 悪 の 状 態 は 、 紙 （ ６ ａ ） を 引 っ 張 る と 、 ロ ー ル （ ６ ） が 引 出 口 （ １ ａ ） を 越 え て 、 ロ ー

ル 切 断 器 か ら 外 へ 出 る の で 辞 め た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 そ し て 、 引 出 口 （ １ a ） を 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） よ り 上 部 に 設 け る こ と で 、 ロ ー ル （ ６ ） の

先 端 を 引 き 出 す 紙 （ ６ a ） が 、 引 出 口 （ １ a ） よ り 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） の 方 が 低 い 位 置 に あ る

た め 、 い っ た ん 引 出 口 （ １ ａ ） を 周 っ て 引 き 上 げ ら れ て い る 。 そ の た め 、 紙 （ ６ a ） を 受

け て い る ホ ル ダ ー （ １ ） の 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） と 、 ロ ー ル （ ６ ） の 底 面 の 摩 擦 抵 抗 が あ り 、

特 に ロ ー ル （ ６ ） の 大 き な 時 に は 、 重 た い の で 引 っ 張 り 抵 抗 が あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 そ の ロ ー ル （ ６ ） は 引 っ 張 る こ と で 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 背 板 （ １ ｃ ） の 方 に 転 げ る が 、

背 板 （ １ ｃ ） は 垂 直 に な っ て い る の で 、 ロ ー ル （ ６ ） は 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） の 底 に 止 ま っ て

い て 、 紙 （ ６ a ） を 引 き 出 す の に は 抵 抗 が あ る が 、 ゆ っ く り と 引 き 出 す こ と の で き る 状 態

で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 さ ら に 、 引 出 口 （ １ a ） の 上 を 紙 （ ６ a ） が 通 過 し 、 上 蓋 （ ３ ） の 紙 押 （ ３ a ） が 上 か ら

押 さ え る の で 、 ロ ー ル （ ６ ） 下 部 と 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） の 転 が り 抵 抗 と

、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 引 出 口 （ １ a ） の 接 触 抵 抗 と 、 上 蓋 （ ３ ） の 紙 押 （ ３ a ） の 接 触 抵 抗 で

、 紙 （ ６ a ） を 上 に 引 っ 張 る と 紙 （ ６ a ） は 固 定 さ れ 、 片 手 で 紙 （ ６ a ） を 切 断 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 次 に 上 蓋 （ ３ ） の 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） が も と に 戻 り 、 垂 れ 下 が っ た 紙 （ ６ a ） の 先 端 の

摘 み 部 分 の 舌 出 し を 、 適 度 な 長 さ に な る よ う に 下 向 き に 引 っ 張 り 、 適 当 な 長 さ で 紙 （ ６ a

） の 先 端 を 、 ロ ー ル 切 断 器 か ら 手 前 に 円 を 描 く よ う に 引 っ 張 る と 、 上 蓋 （ ３ ） の 略 Ｌ 字 状

部 品 （ ５ ） が 、 紙 （ ６ a ） の 摩 擦 で 手 前 に 回 転 し て 、 カ バ ー （ ５ a ） は １ ８ ０ 度 回 転 す る 。

そ し て 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） に 具 備 さ れ た 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が 手 前 を 向 き 、 切 断 で き る 状 態

に あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 そ の と き 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 紙 （ ６ a ） の 出 口 に 引 出 口 （ １ a ） が あ り 、 上 蓋 （ ３ ） に は

紙 押 （ ３ a ） が 具 備 さ れ て お り 、 上 に 切 断 す る と き に 紙 （ ６ a ） は 、 引 出 口 （ １ a ） と 紙 押

（ ３ a ） に 挟 ま れ て 抵 抗 に な る 。 ま た 、 ロ ー ル （ ６ ） の 装 着 す る 方 向 が 従 来 と 違 い 、 紙 （

６ a ） の 外 側 が 下 を 通 る の で 抵 抗 に な り 、 弛 む こ と が な い の で 上 蓋 （ ３ ） を 押 さ え て 止 め

る 作 業 が 不 要 な た め 、 片 手 で 紙 （ ６ a ） を 切 る 作 業 が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 紙 （ ６ a ） を 切 断 す る た め に 上 蓋 （ ３ ） を 上 に 引 っ 張 り 上 げ る が 、 上 蓋 （ ３ ） の

重 さ が 、 紙 （ ６ a ） を 切 断 す る 力 よ り 重 た い た め 、 上 蓋 （ ３ ） が 開 い て 跳 ね 上 が る こ と が

な い 。 そ し て 紙 （ ６ a ） の 先 端 が 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） に 当 た り 切 れ る が 、 そ の と き 紙 （ ６ a ）

の ど ち ら か 一 方 の 方 か ら 切 る と 、 軽 い 力 で 切 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 紙 （ ６ a ） を 切 っ た 後 は 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） の カ バ ー （ ５ a ） の 方 が 重 た い た め 下 に 垂

れ 下 が り 、 そ の 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） に 具 備 し て い る 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は 、 紙 押 （ ２ a ） が カ

バ ー と な っ て 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） で 指 先 を 切 る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 そ し て 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 側 の 残 っ た 紙 （ ６ a ） は 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） で 切 っ た と き に 、 切
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断 刃 （ ５ ｂ ） は 表 側 に 反 転 し て い た た め 、 表 側 が 切 断 跡 に な る の で 紙 （ ６ a ） が 下 に 垂 れ

下 が る と 、 紙 （ ６ a ） の 切 り 口 の 摘 み 部 分 の 舌 出 し は 、 次 の 紙 （ ６ a ） を 引 っ 張 り 出 す と き

、 ち ょ う ど よ い 長 さ で 、 紙 （ ６ a ） 摘 み 引 っ 張 り や す い 状 態 に な っ て い る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 面 の 符 号 に つ い て 、 詳 細 な 説 明 を す る 。 ホ ル ダ ー （ １ ） は 、 ペ ー パ ー ホ ル ダ ー 本 体 の

こ と で 、 ロ ー ル （ ６ ） を ホ ル ダ ー （ １ ） 内 部 の 下 面 に セ ッ ト す る よ う に 、 下 部 が 紙 受 け 部

（ １ ｆ ） に な っ て お り 、 ア ー ル に な っ て い る 。 そ し て ホ ル ダ ー （ １ ） の 側 面 は ２ 枚 と 、 中

央 の 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） は ヒ ー ト ガ ン を 使 用 し て 曲 げ て 作 り 、 側 面 を ア ク リ ル 用 の 接 着 剤 で

固 定 し て ホ ル ダ ー （ １ ） を 作 っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 引 出 口 （ １ a ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） に 具 備 し た と こ ろ で 、 ロ ー ル （ ６ ） が 引 出 口 （ １ a ）

の 上 を 通 る た め 、 そ の 引 出 口 （ １ a ） は Φ ２ ０ の ア ー ル に な っ て い る の で 、 ヒ ー ト ガ ン で

曲 げ て 作 っ て い る 。 そ の 引 出 口 （ １ a ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 底 面 の 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） よ り

多 少 レ ベ ル が 上 が っ て お り 、 紙 （ ６ a ） は 引 出 口 （ １ a ） を 周 っ て 下 に 垂 れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 取 付 穴 （ １ ｂ ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 本 体 を 取 り 付 け る た め の 穴 で 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 背 後

の 背 板 （ １ ｃ ） に 具 備 し て い て 、 穴 は Φ ５ の も の を ３ 個 開 け て あ る 。

　 背 板 （ １ ｃ ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 背 の 部 分 に あ り 、 壁 と 接 す る 部 分 で あ る た め 、 主 に

平 ら な 部 分 を 指 す 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 突 起 面 （ １ ｄ ） は 、 ロ ー ル （ ６ ） を 安 定 さ し て 回 転 さ す た め 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 内 部 の 側

面 に ２ ヶ 所 具 備 さ れ て い て 、 ２ ミ リ の 板 を ホ ル ダ ー （ １ ） 内 部 の 側 面 に 取 り 付 け て い る 。

そ の 突 起 面 （ １ ｄ ） は 、 ロ ー ル （ ６ ） が 片 寄 っ た 時 、 本 体 側 面 と ロ ー ル （ ６ ） 側 面 の 摩 擦

抵 抗 軽 減 の た め 設 け ら れ て い て 、 ロ ー ル （ ６ ） の 摩 擦 が 大 き い と き に 役 立 つ 。

　 覗 き 穴 （ １ ｅ ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 側 面 に 具 備 し た 物 で 、 ロ ー ル （ ６ ） の 使 用 状 態 を

見 る た め の 穴 で あ る 。 し た が っ て 、 透 明 の 物 に は 必 要 な い 。

　 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 下 部 に あ る 部 分 で 、 ロ ー ル （ ６ ） が 接 触 す る 部

分 で あ り 、 Φ １ ０ ０ の ロ ー ル （ ６ ） を 支 え る た め に Φ １ ２ ０ の ア ー ル で 作 っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 蝶 着 （ ２ ） 部 分 は 、 上 蓋 （ ３ ） を 上 げ て ロ ー ル （ ６ ） を セ ッ ト す る と き に 主 に 使 用 す る

も の で あ り 、 ホ ー ム セ ン タ ー で ア ク リ ル よ う の 蝶 番 が あ っ た の で 、 そ の 蝶 番 を 蝶 着 （ ２ ）

部 分 と し て 使 用 し 、 Φ ３ の 軸 で 、 ホ ル ダ ー （ １ ） と 上 蓋 （ ３ ） ア ク リ ル 用 の 接 着 剤 で 引 っ

付 け 、 上 蓋 （ ３ ） の 開 閉 が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 上 蓋 （ ３ ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） を 蝶 番 で 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 蝶 番 か ら Φ ２

０ ０ の ア ー ル に ３ 分 の ２ は な っ て お り 、 前 面 に 向 い た と こ ろ の ３ 分 の １ は 平 面 で 、 そ の 傾

斜 は 時 計 の 針 で 言 え ば ５ 時 の 、 多 少 上 を 向 い て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 紙 押 （ ３ a ） は 、 上 蓋 （ ３ ） と 一 体 に な っ て お り 、 上 蓋 （ ３ ） 先 端 の 内 側 に 具 備 さ れ て

お り 、 紙 （ ６ a ） の 切 断 す る と き ホ ル ダ ー （ １ ） の 引 出 口 （ １ a ） と 、 紙 （ ６ a ） が 間 に 紙

（ ６ a ） を 挟 み こ み 、 切 断 す る と き の 摩 擦 に な る こ と と 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） が 切 断 状 態

で な い と き に 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） を 保 護 す る 役 目 が あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 蝶 着 部 （ ４ ） は 、 上 蓋 （ ３ ） と 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） と を 蝶 番 で 繋 い で い て 、 軸 は Φ ２ で

で き て い る 。 そ の 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 蝶 着 部 （ ４ ） に よ っ て 、 １ ８ ０ 度 可 動 し て 切 断 刃

（ ５ ｂ ） が 裏 面 か ら 表 面 に 出 て 、 紙 （ ６ a ） を 切 る こ と が で き る 。

　 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 、 カ バ ー （ ５ a ） と 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が ９ ０ 度 で 交 わ り 、 普 段 は カ

バ ー （ ５ a ） の 重 さ で 、 カ バ ー （ ５ a ） は 下 を 向 い て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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　 カ バ ー （ ５ a ） は 、 上 蓋 （ ３ ） と 同 じ 角 度 で 、 上 蓋 （ ３ ） と 一 体 型 に 見 え る が 、 紙 （ ６ a

） を 切 る と き に は 、 紙 （ ６ a ） の 表 面 の 摩 擦 で 上 を 向 く 。

　 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は 、 金 属 の 山 形 の 鋸 状 に な っ て お り 、 竹 を 切 断 す る 鋸 刃 が 最 も よ い の で

採 用 し て い て 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） に 貼 り 付 け て い る 。 普 段 は 、 紙 押 （ ３ a ） の 影 に 隠 れ て

い る が 、 切 断 時 に は カ バ ー （ ５ a ） が 紙 （ ６ a ） の 摩 擦 で 上 を 向 き 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が 正 面

に 出 て 、 紙 （ ６ a ） を 切 断 刃 （ ５ ｂ ） で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ロ ー ル （ ６ ） は 、 紙 （ ６ a ） を 巻 い た も の で 、 ロ ー ル 切 断 器 に セ ッ ト し た と き は 、 ロ ー

ル （ ６ ） の 紙 （ ６ a ） を 下 側 か ら 引 き 出 す の で 、 従 来 の も の と 反 対 の 取 り 出 す 紙 （ ６ a ） は

、 下 側 か ら 取 り 出 す よ う に 取 り 付 け て い る 。

　 引 出 口 （ １ a ） よ り 出 た 紙 （ ６ a ） は 、 摘 み 易 い よ う に ３ セ ン チ 垂 れ 下 が っ て い る が 、 そ

の 状 態 を 舌 出 し と 言 い 、 雑 誌 か ら 引 用 し た 。

　 そ の 他 、 ロ ー ル 切 断 器 本 体 を 固 定 す る た め の ネ ジ 釘 は 、 そ の 他 両 面 テ ー プ 、 接 着 剤 、 釘

、 ま た は フ ッ ク 等 で 引 掛 け る 方 法 な ど が あ る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 ア ク リ ル ２ ミ リ の も の で 試 作 し て い て 、 幅 １ ２ セ ン チ

の 、 奥 行 き １ ２ セ ン チ の 、 高 さ １ ２ セ ン チ の 物 を 試 作 し た の で 、 そ の 試 作 を も と に 図 面 を

参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ の 斜 視 図 は 、 本 発 明 の ロ ー ル 切 断 器 を 取 り 付 け る 前 の 斜 視 図 で あ

る 。 そ の 図 は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 蝶 着 （ ２ ） 部 分 の 蝶 番 で 、 上 蓋 （ ３ ） を 開 け た と こ ろ で

あ る 。 そ の ホ ル ダ ー （ １ ） の 背 板 （ １ ｃ ） に 、 Φ ５ の 取 付 穴 （ １ ｂ ） を ３ 個 開 け 、 そ の 取

付 穴 （ １ ｂ ） に ネ ジ 釘 を 打 ち 込 ん で 、 ト イ レ の 壁 ま た は 柱 な ど に 取 り 付 け る 方 法 と 、 両 面

テ ー プ ま た は 接 着 剤 等 に よ り 固 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 そ し て 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 内 側 の 側 面 に は 突 起 面 （ １ ｄ ） が あ り 、 ロ ー ル （ ６ ） が 片 面

と 接 触 し た 場 合 に 、 ロ ー ル （ ６ ） の 片 面 全 体 が 接 触 す る よ り も 、 突 起 面 （ １ ｄ ） が 接 触 し

た 方 が 抵 抗 が 少 な く て よ い の で 、 突 起 面 （ １ ｄ ） が 具 備 さ れ て い る 。 ま た 、 中 の ロ ー ル （

６ ） の 減 り 方 が 分 か る よ う に 、 覗 き 穴 （ １ e ） が 開 い て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 上 蓋 （ ３ ） は 蝶 着 （ ２ ） 部 分 を 介 し て 約 ９ ０ 度 開 い た 状 態 で あ る 。 さ ら に 、 上 蓋

（ ２ ） の ア ー ル 部 分 が 壁 に く っ 付 く ま で 約 １ ６ ０ 度 開 く と 、 蝶 着 （ ２ ） 部 分 よ り 上 蓋 （ ３

） の 大 部 分 が 壁 の 方 に 重 心 が 片 寄 る の で 、 手 を 離 し て も 開 き っ ぱ な し に な る 。 そ し て 、 上

蓋 （ ３ ） の 先 端 の 蝶 着 部 （ ４ ） は 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） が 切 断 刃 （ ５ ｂ ） を 閉 じ た 状 態 で

あ る 。 ま た 、 上 蓋 （ ３ ） の 蝶 着 部 （ ４ ） 付 近 と 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） の カ バ ー （ ５ a ） は

、 一 体 化 し て い る よ う に 同 じ 方 向 を 向 い た 面 で あ る 。 そ れ は 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） と 紙 押 （ ３

a ） が 接 触 す る の で 、 ス ト ッ パ ー の 役 目 も し て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 そ し て 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は ガ タ ガ タ の 鋸 状 で あ り 、 平 面 の カ ッ タ ー の 刃 よ り も 、 最 初 の

切 り 口 が 鋭 利 な の と 、 カ ッ タ ー の 刃 ほ ど は 鋭 利 で な の で 採 用 し た 。 そ の 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は

、 接 着 剤 で 取 り 付 け て い る 。 そ し て 、 そ の 下 側 は 紙 押 （ ３ a ） が あ る た め 、 切 断 刃 （ ５ ｂ

） で 指 先 を 怪 我 す る の を 防 い で い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ロ ー ル （ ６ ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 内 部 の 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） の 上 に 挿 入 さ せ 、 ロ ー ル （ ６

） の 紙 （ ６ a ） の 取 り 出 し 口 は 、 ロ ー ル （ ６ ） の 下 を 通 っ て 、 下 側 か ら 出 る よ う に １ ０ セ

ン チ ほ ど 垂 ら し 、 上 蓋 （ ３ ） を 閉 じ る 。 こ の ロ ー ル （ ６ ） を セ ッ ト す る 作 業 は 、 全 て 片 手

で で き る 物 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ２ は 、 紙 （ ６ a ） を 切 断 す る 前 の 状 態 の 、 斜 視 図 で あ る 。 図 面 で は 、 一 点 線 の ロ ー ル

（ ６ ） が セ ッ ト さ れ て お り 、 紙 （ ６ a ） の 先 端 を 、 右 下 に 適 度 な 分 量 の 紙 （ ６ a ） を 下 に 引

き 出 し 、 そ の 引 き 出 し た 紙 （ ６ a ） を 上 向 き に 代 え る 途 中 の 図 で あ る 。 上 蓋 （ ３ ） に 具 備
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し た 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 、 図 １ の 状 態 か ら ４ ５ 度 傾 い て 、 カ バ ー （ ５ a ） は 時 計 の 針 で

い え ば ４ 時 の と こ ろ を 指 し て お り 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は ７ 時 を 指 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 そ し て 、 そ の 回 転 で は 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は 、 ま だ 紙 （ ６ a ） と 接 触 し て い な い の で 、 切 る

状 態 で な い 。 そ し て 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） が 回 転 し な い 方 向 の 、 下 へ 引 っ 張 る と 紙 （ ６ a

） は 出 る 。 そ し て 、 紙 （ ６ a ） を 切 断 す る と き は 、 真 上 に 引 っ 張 る と 紙 （ ６ ａ ） の 摩 擦 で

略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） の カ バ ー （ ５ a ） が 、 紙 （ ６ a ） の 引 っ 張 る 方 向 に 付 い て 周 り 、 切 断 刃

（ ５ ｂ ） も 付 い て 周 り 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が 傾 く の で 切 れ る 。 こ の と き 、 上 蓋 （ ３ ） に は 紙

（ ６ a ） を 切 断 す る と き に ３ ０ ０ グ ラ ム 以 上 の 重 さ が あ れ ば 、 切 断 し た と き に 上 蓋 （ ３ ）

が 跳 ね 上 が る こ と が な い の で 、 ３ ０ ０ グ ラ ム の 重 り を 付 け た 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ３ は 、 紙 （ ６ a ） を 切 っ て い る 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 さ ら に 、 紙 （ ６ a ） を 引 っ 張 り １

０ セ ン チ 出 し て 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） で 紙 （ ６ a ） を 切 っ て い る と こ ろ で あ る 。 紙 （ ６ a ） を 引

っ 張 る と 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） の カ バ ー （ ５ a ） が 摩 擦 の た め 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） 全 体

が 回 転 し 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は １ ８ ０ 度 回 転 し て 、 カ バ ー （ ５ a ） は 時 計 の 針 で い え ば

１ ２ 時 の と こ ろ を 指 し て お り 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は ３ 時 を 指 し て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 そ し て 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が 、 紙 （ ６ a ） を 左 か ら 右 側 に 切 れ る よ う に 、 紙 （ ６ a ） の 左 上 を

持 ち 上 げ 、 切 っ て い る と こ ろ で あ る 。 紙 （ ６ a ） を 切 り 終 わ る と 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） の

カ バ ー （ ５ a ） は 重 た い た め 、 １ ８ ０ 度 回 転 し て １ ２ 時 の と こ ろ か ら ５ 時 の 所 へ 戻 る 。 し

た が っ て 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） も ３ 時 か ら ８ 時 に 所 に 戻 っ て 、 危 険 な 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は 紙 押 （

３ a ） の 影 に 隠 れ る 。 そ の 切 断 刃 （ ５ ｂ ） は 鋸 刃 状 に な っ て お り 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） に

接 着 剤 で 取 り 付 け て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 切 断 刃 （ ５ ｂ ） で 切 っ た ロ ー ル （ ６ ） 側 の 紙 （ ６ a ） は 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） に 引 っ 付 い て

い る が 、 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） 重 さ に よ っ て 戻 る と き に 離 れ て 、 切 っ た 位 置 が 紙 押 （ ３ a ）

よ り 約 ３ セ ン チ の 位 置 に あ り 、 ３ セ ン チ の 舌 出 し 部 分 の 摘 む 場 所 が で き 、 次 の 紙 （ ６ a ）

の 切 断 が 容 易 に な る よ う に な っ て い る 。 つ ま り 切 断 す る と き に 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が 反 転 し

て 紙 （ ６ ａ ） を 切 り 、 そ の 後 に 切 断 し 終 わ っ て 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が も と の 状 態 に 戻 り 、 そ の

と き の 切 断 刃 （ ５ ｂ ） の 動 い た 距 離 が 舌 出 し の ３ セ ン チ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ４ は 、 紙 （ ６ a ） を 切 っ た 後 の 斜 視 図 で あ る 。 図 面 で は 、 一 点 線 の ロ ー ル （ ６ ） が セ

ッ ト さ れ て お り 、 先 端 の 紙 （ ６ a ） は ロ ー ル 切 断 器 で 切 っ た 状 態 で 、 約 ３ セ ン チ の 長 さ で

、 摘 む の に 摘 み 易 い 状 態 に あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 そ の 訳 は 、 紙 （ ６ a ） を 切 断 し た と き に 切 断 刃 （ ５ ｂ ） が 回 転 し て 、 紙 （ ６ ａ ） の 切 断

面 が 表 面 に 出 て い た が 、 切 断 し 終 わ っ て 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） が 反 転 し 、 紙 （ ６ a ） が た く

れ た 状 態 に な り 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） に 引 っ 付 い て い た 紙 （ ６ a ） は 重 力 で 剥 が れ 、 紙 （ ６ a ）

の 切 断 面 が 垂 れ 下 が り 、 ３ セ ン チ の 舌 出 し 部 分 を 形 成 す る 。 し た が っ て 、 次 の 紙 （ ６ a ）

を 切 断 す る と き に 、 ３ セ ン チ の 舌 出 し 部 分 が あ る こ と で 、 次 の 紙 （ ６ a ） の 切 断 が 容 易 に

で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ５ は 、 ロ ー ル 切 断 器 の 正 面 図 で あ る 。 そ の ロ ー ル 切 断 器 の 真 ん 中 に Ａ ‐ Ａ ´ の 切 断 線

が あ り 、 図 ６ の 位 置 を 確 認 す る だ け の も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ６ は 、 図 ５ の Ａ － Ａ の 断 面 図 で あ る 。 ホ ル ダ ー （ １ ） 上 部 に は 、 蝶 着 （ ２ ） 部 分 の 蝶

番 を 介 し て 上 蓋 （ ３ ） が 付 い て い る 。 そ の 上 蓋 （ ３ ） は 、 上 ３ 分 の ２ の 部 分 が ア ー ル Φ ２

０ ０ の で で き て お り 、 残 り の ３ 分 の １ は 平 面 で あ る 。 そ し て 、 上 蓋 （ ３ ） の 下 部 先 端 に は

、 蝶 着 部 （ ４ ） を 介 し て 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） の カ バ ー （ ５ a ） が 同 じ 角 度 で 、 時 計 の 針 で

い え ば ５ 時 の 角 度 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】

　 そ し て 、 上 蓋 （ ３ ） 先 端 の 裏 側 に は 、 紙 押 （ ３ a ） が 具 備 さ れ て お り 、 紙 押 （ ３ a ） と 引

出 口 （ １ a ） は 紙 （ ６ a ） を 挟 む こ と と 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） に 触 れ な い よ う に 、 切 断 刃 （ ５ ｂ

） を 守 る 役 目 で 、 紙 押 （ ３ a ） が あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 そ し て 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 下 部 は 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） で 凹 面 に な っ て お り 、 そ こ へ ロ ー ル （

６ ） を 下 側 か ら 引 き 出 す よ う に セ ッ ト し 、 ロ ー ル （ ６ ） の 紙 （ ６ a ） は 、 ホ ル ダ ー （ １ ）

の 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） を 摩 擦 し な が ら 、 そ の 紙 （ ６ a ） を 引 出 口 （ １ a ） の 上 を 通 り 、 ホ ル ダ

ー （ １ ） の 外 に 垂 ら す 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 紙 （ ６ a ） は 引 出 口 （ １ a ） と 、 紙 押 （ ３ a ） の 間 か ら 引 き 出 さ れ る 。 ま た 、 上 蓋 （ ３ ）

の 重 さ は ３ ０ ０ グ ラ ム 以 上 あ る 方 が 、 片 手 で 紙 （ ６ a ） を 切 断 す る 時 、 紙 （ ６ a ） を 上 に 引

っ 張 り 上 げ る の で 、 操 作 す る と き 上 蓋 （ ３ ） が 跳 ね 上 が る の を 防 ぐ た め に は 、 あ る 程 度 重

さ が 必 要 で あ る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 金 属 で 製 作 し た と き の 説 明 を す る 。 図 ７ は ホ ル ダ ー （ １ ） の 展 開 図 で 、 厚 み １ ミ リ の ス

テ ン レ ス 製 の も の を 製 作 し た 。 そ の ス テ ン レ ス 板 は 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 形 に 切 っ て あ る 。

ホ ル ダ ー （ １ ） の 上 部 に は 、 蝶 番 に な る 部 分 が あ り 、 そ の 部 分 を Φ ３ ミ リ の 軸 が 通 る よ う

に 曲 げ る 。 そ し て 蝶 番 の 下 に は 点 線 が あ り 、 そ の 点 線 の と こ ろ を ９ ０ 度 の 角 度 で 曲 げ 、 ホ

ル ダ ー （ １ ） 上 部 を 作 る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 そ し て 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 両 端 に は 側 面 に な る と こ ろ が あ り 、 そ の 側 面 に は 四 角 形 の 覗

き 穴 （ １ ｆ ） が 具 備 さ れ て お り 、 縦 の 点 線 か ら ９ ０ 度 の 角 度 に 、 上 部 点 線 と 同 じ 方 向 に 曲

げ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ホ ル ダ ー （ １ ） の 下 を Φ １ ２ ０ の 側 板 の ア ー ル に 合 わ せ て 、 同 じ 方 向 に 曲 げ 、 そ の 下 の

点 線 は 引 出 口 （ １ a ） に な る 。 そ の 引 出 口 （ １ a ） は Φ ２ ０ で 、 逆 方 向 に 曲 げ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ホ ル ダ ー （ １ ） の 上 部 で 蝶 着 （ ２ ） 部 分 の 蝶 番 の 具 備 し た 面 と 、 側 面 の 覗 き 穴 （ １ ｆ ）

を 具 備 し た 面 が 点 線 の 曲 げ で く っ 付 き 、 溶 接 で き る 状 態 に な る の で ミ グ 溶 接 で 引 っ 付 け た

。 そ し て 、 ホ ル ダ ー （ １ ） 下 部 は 、 側 面 下 部 の Φ １ ２ ０ の ア ー ル と 、 背 板 （ １ ｃ ） の 下 部

の ア ー ル Φ １ ２ ０ で 曲 げ た と こ ろ が く っ 付 き 、 く っ 付 い た 場 所 を ミ グ 溶 接 し て 引 っ 付 け た

。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 面 に は 示 し て い な い が 上 蓋 （ ３ ） は 、 上 に あ た る 部 分 が 蝶 着 （ ２ ） 部 分 の 蝶 番 に な る

部 分 で 、 Φ ３ の 軸 が 付 く よ う に 曲 げ る 。 そ し て 下 に な る 部 分 は 、 Φ ２ の 軸 が 取 り 付 け ら れ

る よ う に 曲 げ て 蝶 着 部 （ ４ ） を 作 る 。 そ の 上 蓋 （ ３ ） の ３ 分 の ２ を Φ ２ ０ ０ の ア ー ル で 曲

げ 、 紙 押 （ ３ a ） は 略 Ｚ 字 状 の 部 品 を ス ポ ッ ト 溶 接 で 止 め る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 、 蝶 着 部 （ ４ ） に あ た る と こ ろ を Φ ２ の 軸 が 入 る よ う に 曲 げ て 作

り 、 カ バ ー （ ５ a ） を 完 成 さ せ た 後 、 切 断 刃 （ ５ ｂ ） を 直 角 に ミ グ 溶 接 で 取 り 付 け る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 そ れ ぞ れ の 部 品 の 、 ホ ル ダ ー （ １ ） と 上 蓋 （ ３ ） を 蝶 番 の 軸 を 挿 入 す る こ と で 完 成 さ し

、 上 蓋 （ ３ ） と 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） も 蝶 着 部 （ ４ ） の 軸 を 挿 入 す る こ と で 完 成 さ せ る 。 上

蓋 （ ３ ） は 約 １ ５ ０ グ ラ ム に な る た め 、 上 蓋 （ ３ ） は ３ ０ ０ グ ラ ム 以 上 に な る よ う に ２ ミ

リ の 厚 み の も の を 使 用 す る か 、 紙 押 （ ３ a ） を 重 た い も の を 使 用 す る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 樹 脂 で 製 作 し た と き の 説 明 を す る 。 樹 脂 は 大 量 生 産 が 向 い て い る が 、 た だ 上 蓋 （ ３ ） が
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５ ０ グ ラ ム ぐ ら い に な っ て い る と 、 片 手 で 紙 （ ６ a ） を 上 に 引 っ 張 り 切 断 す る と き 、 上 蓋

（ ３ ） が 跳 ね 上 が る の で 、 上 蓋 （ ３ ） に 重 り を 付 け る 必 要 が あ る 。 ま た 、 蝶 着 （ ２ ） 部 分

と 蝶 着 部 （ ４ ） の と こ ろ を 、 樹 脂 で 薄 く す る こ と で 蝶 番 の 代 わ り を す る 。 す る と 、 一 度 の

成 形 で 作 る こ と が で き る 。 そ の 他 、 ホ ル ダ ー （ １ ） の 側 面 に ヒ ン ジ を 取 り 付 け る こ と で 、

蝶 番 の 代 わ り を す る ロ ー ル 切 断 器 が 完 成 す る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 キ ッ チ ン ペ ー パ ー な ど は 切 れ 目 が 付 い て い る が 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー を 使 う と き は 片 手 が

塞 が っ て い る と き が 大 半 で あ る 。 そ の と き 従 来 の ロ ー ル ホ ル ダ ー で は 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー

の 端 を 勢 い よ く 引 っ 張 る と 、 慣 性 の 法 則 で 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー の 切 れ 目 か ら 切 れ て い た が

、 失 敗 す る こ と も 多 か っ た 。 そ れ は 、 巻 い て あ る キ ッ チ ン ペ ー パ ー が 必 要 以 上 に 出 て し ま

う た め 、 や は り 片 手 で ロ ー ル を 押 さ え て 、 も う 一 方 の 片 方 の 手 で キ ッ チ ン ペ ー パ ー の 先 端

を 引 っ 張 り 切 る の 方 が よ い 。 そ こ で 、 本 発 明 を 使 用 す る と 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー を 片 手 で 確

実 に 切 る こ と が で き る の で 、 切 れ 目 は 不 要 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 し か し 、 切 れ 目 が あ る の な ら 上 蓋 （ ３ ） に 具 備 し た 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 不 要 で 、 キ ッ

チ ン ペ ー パ ー の ロ ー ル （ ６ ） の 紙 （ ６ a ） を 下 か ら 取 る こ と で 抵 抗 に な る 。 さ ら に 、 引 出

口 （ １ a ） が 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） よ り 上 に あ る た め 、 紙 （ ６ a ） は 引 出 口 （ １ a ） を 周 っ て 引

き 出 さ れ る た め 抵 抗 に な る 。 し た が っ て ２ つ の 抵 抗 が あ る た め 、 紙 （ ６ a ） を 適 当 に 引 っ

張 り 出 し 、 慣 性 の 法 則 を 利 用 し 、 反 動 を つ け て 勢 い よ く 下 に 引 っ 張 る と 、 切 れ 目 か ら 切 る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 つ ま り 、 舌 出 し し て あ る キ ッ チ ン ペ ー パ ー の 紙 （ ６ a ） を ゆ っ く り と 引 っ 張 り 出 し 、 キ

ッ チ ン ペ ー パ ー の 切 れ 目 が 引 出 口 （ １ a ） か ら 約 ３ セ ン チ 出 た と こ ろ で 、 キ ッ チ ン ペ ー パ

ー の 紙 （ ６ a ） を 引 っ 張 っ た 方 向 に 戻 し 、 そ こ か ら 紙 （ ６ a ） を 下 方 向 に 勢 い よ く 引 っ 張 る

と 、 止 ま っ て い る ロ ー ル （ ６ ） は 慣 性 の 力 が 働 き 、 ロ ー ル （ ６ ） は そ の ま ま の 状 態 を 維 持

し 、 ２ つ の 抵 抗 が あ る た め 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー は 引 っ 張 る 力 に 耐 え ら れ ず 、 切 れ 目 か ら 切

る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ １ 】

　 １ 　 ホ ル ダ ー 　 　 　 　 １ a 　 引 出 口 　 　 １ ｂ 　 取 付 穴 　 　 　 １ ｃ 　 背 板

　 １ ｄ 　 突 起 面 　 　 　 　 １ e 　 覗 き 穴 　 　 １ ｆ 　 紙 受 け 部

　 ２ 　 蝶 着

　 ３ 　 上 蓋 　 　 　 　 　 　 ３ a 　 紙 押

　 ４ 　 蝶 着 部

　 ５ 　 略 Ｌ 字 状 部 品 　 　 ５ ａ 　 カ バ ー 　 　 ５ ｂ 　 切 断 刃

　 ６ 　 ロ ー ル 　 　 　 　 　 ６ a 　 紙
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 平 成 2 6 年 6 月 5 日 ( 2 0 1 4 . 6 . 5 )

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ホ ル ダ ー （ １ ） は 、 蝶 着 （ ２ ） 部 分 を 介 し て 上 蓋 （ ３ ） が 構 成 さ れ て お り 、

　 該 上 蓋 （ ３ ） の 先 端 の 裏 側 に は 、 紙 押 （ ３ ａ ） が 具 備 さ れ て お り 、

　 該 上 蓋 （ ３ ） の 先 端 の 外 側 に は 、 蝶 着 部 （ ４ ） を 介 し て 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） が あ り 、

　 該 略 Ｌ 字 状 部 品 （ ５ ） は 、 カ バ ー （ ５ a ） と 切 断 刃 （ ５ ｂ ） か ら で き て い て 、

　 前 記 ホ ル ダ ー （ １ ） の 下 部 は 、 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） を 介 し て 引 出 口 （ １ ａ ） が 具 備 さ れ て

お り 、

　 該 引 出 口 （ １ ａ ） は 、 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） よ り 高 い 位 置 に な っ て お り 、

　 ロ ー ル （ ６ ） の 紙 （ ６ ａ ） は 、 該 紙 受 け 部 （ １ ｆ ） の 上 部 を 通 っ て 、 該 引 出 口 （ １ ａ ）

と 前 記 紙 押 （ ３ ａ ） の 間 よ り 垂 れ 下 が る こ と を 特 徴 と す る ロ ー ル 切 断 器 。
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